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5 万分の 1 地質図幅

説明書御 影 (却II路一第 41 号)

北海道大学助教授

嘱託橋本誠二

はしがき

この図幅は北海道地下資源調査所の委嘱によって，昭和 20 年者よび、 27 年

ω秋にむこなった調査の結果をまとめたものであるO

この図幅は昭和 28 年発行された札内岳図幅に北隣するもので， r院尻岳注

入岩体の北東部をその 1 部に合んでいるO またこの図幅の東に隣りあう地域

は昭和 8 年刊行された 10 万分の It帯広図幅」にふくまれているO

この図幅地域は日高山地の他の Eの地域よりも交通の便に恵まれ， しかも

幌尻岳注入岩体の 1 部分を合むにもかかわらや，ここに関する従来の調査，

研究はひじように数が少い。というのはとこは山地で、も，去土や崖錐あるい

は扇状地堆積物が厚く基盤を掩い，ために岩石の露頭がみられることすくな

いためでもあろう。基盤の露頭が乏しいために，この図幅作製にあたっては，

岩石境界は転石あるいは地形の上をちがいを手がかりに決めたところがすく

なくない。

このように露頭のすくないことは，反面山麓の扇状地や段丘の見事な発達

をしめすもので，この地域の段丘などの発達は十勝平原にゐける標式地域の

1 つになるであろう。 しかし遺憾ながら十勝平原の第 4 系にういては，充分

に研究されていない現状である。したがって問題は今後の研究に残される。

この図幅をつくるにあたり，ことに東部に発達する第 4 系，扇状地にうい



て湊E雄博士の御教示に負うところがひじよう;t--j奇かった。同博士に厚く御

礼申し hげる次第であるO また火山灰層については北海道大学農学部佐々木

清一氏にいろいろ御教示をいただいた。芽室川上流の地質については春日井

昭，越野正両氏にも再検討の労をわす=らわせた。

図幅西部日高国日高村パンケヌシ川上流の地質は木崎甲子郎，酒匂組俊両

氏の踏査結果に基づいているO

野外調査の際には，熊野純男氏，上羽帯小学校広瀬古美氏，美生中学校高

橋甫氏jなよび、御影小学校の教官の方々から与えていただいた御援助は少くな

かった。とれらの方々の御好意に深謝したい。

第 1 章位置bよび交通

との図幅は芽室岳(1，753 m) を中心とする北部日高山脈主陵と，その東側

の山麓にひろがる十勝平原をふくんでいるO

図幅のしめる区域は北緯 42°50' より同 43°0'，東経 142°45' より問 14:3°0'

にわたるO それは帯広市のちょうど真西の位置にあたるO

図幅の西のほうは山地であるから，交通路は主なる川すじにそってつくら

れている造林事業のための林道以外にはもとめられない。そω主なものは剣

山登山路，キウサン川径路，芽室川径路島よび、芽室岳青山路，ヌアチミグプ

径路などである。

これに対して図幅の東部は平坦な農耕地なので，道路はわりあいよく発達

しているO 交通の幹棋としては，この地域を北西より南東にななめに根室本

線が横切り，この鉄道に平行して国道も通じている。これら路線のほほ、中央

に御影村の市街地は位置しているO 他の幹線路は十勝川左岸にそうもので，

これは帯広市より屈足村に通やるO

国道は帯広市一ー清水町の間，十勝川左岸の道路は帯広市-屈足村の間，そ

牢 地理調査所地形測量のために昭和 28 年に伐りひらかれたものである。
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れぞれパスの便があるO

また芽室町美生より渋山をへて御影にいたる開拓道路カ可児在着工されてい

るO この完成の暁には芽室町と御影村の[聞に，山麓を迂回するノ〈スの運行が

予定されているO

行政区劃上は，この図~J高区域は 4 分されるO すなわち河西郡御影村を中心

にして，南は同郡芽室町，北は上川郡清水町に属するO それぞれの市街地は

国道にそって，この図幅をはやれる辺にあるO 他の 1 区分は日高山脈主稜の

西側. 日高国沙流郡日高村である。

第 2章地 形

この図幅区域は地形の上から大別することができょう。

I 山地

E 台地治よび、扇状地

目 河床はんらん原

-
山
山

'
十
品

F
l
ト

Y
E
E且

山地は図幅の西部をしめる北部日高山脈の主稜と，とれから東に派出する

いくつかω側稜からなりたつの山脈主陵は図幅の西はじをすれすれに南北に

走っていて，芽室岳 (1，7 1>;$.7 m) はその最高点?あるO こ ω南にとなりあう

地域では主稜の高度が 1，900 III 台をさすのにくらべ，ここでは低いものでさ

らに北にむかつて次第に低下しているO 主陵の東側斜面のわりあいに急斜す

るのにくらべて西に[討する斜面は地形図にあらわされている程にも急でな

く，なだ、らかな山両を形づくっている。

側稜のうち特にいちじるしいのは，芽室岳より束に突出し南東にへの字に

屈曲するものがあるO この稜上の 2 つの突起部にキウサン岳(1，41 1.7 m) ゐ

よび、剣山(1，204.4 nりという名が与えられているO これら 2--::::>の山をつらね

る側稜の方向は，花向岩の走る方向に一致するO

- 3 ー



とれらのどこの山腹についても，崖錐の発達のいちじるしいことが目につ

く。この崖錘は山麓の扇状地堆積物に大体つ危がるものとみることができ

る。

令子 It-

山地を流れる河川は，西流するものに沙流川支流のパンケヌシ川とウエン
骨ホロ

ザノレ川があり遠く太平洋に宮川附近でそそぐ。東に正 i) う河川には佐幌川支流

のペケレペツ川とヌプチミップ川(小林 J Iりがあり，十勝川に直接合流する
シプサン ピパイロ

芽室川とその支流キウサン川，渋山川，さらに美生川支流 4 の沢がある。美

生川 4 の沢を ωぞけば他は両岸に平坦地がゐゐく，中下流部には広い扇状地

をつくる O

E 台地および扇状地

山地に慢する十勝平原は台地，段丘，扇状地の発達にいちじるしいものが

あるO

これらはつぎのようにわけることができるO

a 美蔓台地(帯広面)

h 高位開祈扇状地(幕別面〕

f 十勝川高位河成段丘(芽室面〕
-IJ t サヅナイ

d 新期扇状地(上札内面〕

a 美蔓藍地(帯慶面)

美蔓台地はこの図幅の北東のー偶にわ宇、かにふくまれるO この台地は屈足

村新田牧場附近で約 400m の高度をしめし，南にゆるく傾いて 30km 延長し

帯広市北西方 6km 伏古中島の標高 120m の台地に連続しているとみること

ができるO

この台地面をつくる堆積物は帯広層であって，大分開析をうけてはいる

が，本面を帯広層堆積面と考えることができるO 新田牧場の北方では，この

台地面は，十勝川中流部に位置するピンカチナイ山(1，307 m) の南方で標高

700m より 500m にゆるく下降する開析をうけた平坦面にきりこんでいる O

地形図をみるとオソウシ川や十勝川ぞいに 400m ないし 440111 の段丘をう
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くってさえいる。この 700 m--500m 問祈平坦面は石英安山岩むよび同質凝

灰岩からつくられ，とれらは日高層を不整合に命令い，その上回は石英安山

岩質泥熔岩流の流走同らしいといわれている O

*このようなことから橋本亘は，この面を帯広屑土佐積時の l壇画l とのべている。

ところがこの石英安山岩質泥熔岩流の末端と考えられる酸性凝灰岩層は帯広

層の下位に発達する鮮新統といわれる池田層rD 1 つのメンバーになる可能性

がすこぶる濃いのであるO この点についてはあとで再び、のべることにするO

b 高位開祈扇状地(幕別面〕

ill シプザン ナ il シブザン

高位開祈扇状地にふくめられる地形回ぽ，こ([)図幅では上渋山，中渋山，

西美生の台地と清水町ベケレベツ高台とそシコ:託方への延長部と考えられるA

495.6l1lのまわりの閥祈扇地状である O これらの地形面は問祈度長よぴまわ

りの扇状地，段丘との関係、から幕引 j扇状地に対比されるものである O したが

うてこのつくる阿を幕引 j副とよび堆積物層を幕引 j層ということにしよう。

西美生，上渋山，中渋山の高台は南西方向で新美生高位段丘に連続するも

のである O 扇状地凶 iは開析をうけゆるいヨ凸泊[をつくり， ;yz 山川，分線川な

どによってけ守、りさられているが，新美生で標高約 :100111 ，北東にゆるく低

下し下渋山では標高約 150 1llをしめしている O この間折現状地の扇問、は美

生川上流に求めることができるであろう o i'古木町ペケしベツでは，ヌプチミ

ァプ川とペケレベツ川とにはさまれ鉄道路より西側に，下限の標高約 1 :3 0 1ll,

上限約 80J m をしめす.解析をうけた j皮状地出が発達している O これはさら

にヌプチミヅプ}[f 1'/南の地でも&. 49;3.6111.η まわりをとりまいて認められる

解析扇状地につながると思われる。この解析をうけた平坦面は，下方では十

勝川高位河段丘にきられ上方では新期の扇状地'1.'1:に会;f;われたりあるいはき

られていたりすることが明らかに観察され草川面;こ合められるものである O

キウサン]1 1 と芽室川の中間， 1,027 III の尾根の東部のものは，新期扇状地

群の捷合部位にあたり，ここでのキウサン川支流の浸蝕の状態はまわりにく

*橋本亘: ト!隣国然別発電計画地城山地質北地要報 20. 19ラ 2.

料札内岳図柄

ーラー



らべていちビるしいものがある。 したがってこの部分は新期扇状地群形成以

前の地形をしめすところと想像される。

またペケレベツ農地の南東，鉄道線路以東に発達する標高 170 m たいし

150m の不整地は，ず「期扇状地あるいは十勝川高位河段丘固にくらぺ解析度

を異にしている。これは扇状地あるいは段丘形成のときに，主~~なわれたりけ

す=りさられることなく保存された高位開析扇状地面で、あると見なされるO

c 十勝川高位河成段丘(芽室面〕

芽室町市街地約 2kIll西方に標高治よそ 100m の平坦面が十勝川と渋山川

とにはさまれて発達しているO この面は十勝川の右岸にそって上流へ追跡す

るととができるO これは御影村市街地北方では標高 140 1U， 清水町ペケレベ

ツ農地では標高約 1.50 III をしめす。この面の解析の程度は高位扇状地面より

はいちじるしく弱( ，地形面の傾斜もいくらかゆるい。との 2 つのものは，

ととでははっきりとした段階をつくって区別されるものではないが，幕別面

とはちがった単位の地形面と考えられる。との平坦面をつくる堆積物は池田

層を直接に命拾う砂際層であるが，燥には花筒岩や粘板岩などの他にたくさ

んの火山岩礁が見出されるO また実際との面をさらに上流に追うと，これは

清水町附近で佐幌川と十勝川の問に発達する標高 150 III[て始まり上流では
シモ千ホロ

240m をしめす下佐幌台地に連続する。この台地は幕別町と予想される上

佐幌台地よりも約 20m 低位に発達している O これらのことがらを考えあわ

せると，この平坦面は十勝川のつくった河成段丘町であることがわかる O こ

の国を芽室面とよぶことにする O

d 新期扇扶地(上本L内面7

ととにのぺる扇状地はペケレベツ川，ヌプチミッブ川，芽室川，キウサン

川たどのつくる扇状地であるO また剣山山麓にもいちじるしい発達がみられ

るO これらの扇状地はいままでのべたい守、れの平坦回よりも開祈をうける程

度は弱く，ほとんど原形のまま保存されている。ベケレペツ農地ではこの扇

状地は幕別面をむ拾い，その形成時の水流は幕日Ij面ゐよび、芽室耐をえぐって

いるO 芽室川扇状地でも同じ関係、は認められるが，上流郊では幕別泊i をこの
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扇状地が直接にきる関係が認められる。剣山山麓ではこの扇状地は幕別面に

きりこんでいる分i淀川のうくる谷を埋めて発達するO これらの扇状地群はト

ツタペツIf!や美生川のつくる上帯広扇状地あるいは札内川のつくる上札内扇

状地に対比されるものであるO 十勝平原地方の代表的発達者としての上札内

扇状地の名称をとり，これらを上札内固とよぶことにしたい。

十勝川左岸に発達する東高台もこの固に相当するものであろう。

国 河床はんらん原

十勝川，佐幌川，芽室川，渋山川，ピウカ川な c'の流路にそってつくられ

たはんらん原であるO 現在ではある程度。護岸工事が行われているために十

勝川の[走路はだいたい決。ているが，てい V~' うのない当時の流路変化はひじ

ようにはげしいものであったという。明治 40 年頃は十勝川の流路は東高台

にそっていたが，その後現在地にううり，大正 7 年には毛根中島の南側にま

わり，大正 9 年再び、旧 j走路にもどったという。

図惰東南偶のピウカ川は美生川の旧 inc路をしめすものであるO

これら 0扇状地群，段丘群の関係を概念的にしめすと第 1 図のようにな

る。

II¥:

>l~

一委
第 1 園扇状地，段庄の模式発達状態回

HD: 日高層 IK: 池田層

0: 帯広面 1\1:幕別面 Me: 穿室面 K: 上札!な面 A: 沖積百

:11 3 主主地質概論

この図幅区械のなかに発達している堆積岩系は基盤となっているジュラ系

会るいはそれよりも古い地層で、あるといわれる日高層群と，これを不整合に
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命令う鮮新統といわれている池田層上部ゐよび、十勝第 4 紀層群にふくまれる

台地，扇状地，段丘堆積物!醤たどで構成されているO

発達する火成岩類は，幌尻岳注入岩体を形づくる 1 つのメンバーであるは

んれい岩，片麻状花向岩，花向岩沿よび花両岩質岩石にともなわれるアプラ

イトあるいはアプライト質花両岩である。これらは日高層群をつくらぬもの

であって，熱変成作用をいくらかまわりに会よほ、しているO

これらの関係はつぎに表示する。

第 1 表

時代 i也 層 名 模式柱状悶 克μゴ4 質 火 成 岩

世積沖 重eetQ，v二e量。J2e.0ιZ雲a。。てて:
火山灰層

市中 積 層

砂、礎、粘土

新 上札内層 I·~ドl亡EFPi。q・-。-。竺・Pa。Lョ4。..。。a。・J-。。2ーo。ト-.。。二'R-。。。0。aa。 砂、磯、粘土

期
(扇状地堆積物)

洪
火山灰層

茅 r一生A噌 層 沙、 醗

積 〈河段丘堆積物)

世
幕 月リ 層

砂、礎、粕士

(扇状地堆積物〕

一ド一1ー 4J111f9テ 広 層 砂、礎、粘土

島

期

洪 泥 左w.ま g

fj民智 池 田 層 方量r、挙で.'会長?，?，議計予議で長う子 凝灰質砂岩

凝 灰 *'よ1

8 出; 市. 炭

7品~
輝緑ひん岩

向日 キ占 板 岩 アフライト

日 同 層 花 同 Pμf}

主
砂 完μ王i

片麻状花闘岩

はんれい岩

i >1
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第 4辛堆積岩類

a 日高層群

日高層群はとの地坊の基盤をつくる堆積岩層ではあるが， 日高山地のほか

の地域に老けると同じように，ここでもその層序や構造はまったくわかって

いない。御影図幅のたかで日高層群をわりあいよく観察できる地域は美生川

4 の沢流域であるO

ここの日高層群ば黒色の細砂岩や粘板岩を主体にしているO 変化のすくな

い岩栢のために， それらの走向や傾斜もはカ込りにくい。たいてい N100Eか

ら K:30ーE の走向をもち，それらの傾斜は西に急斜している O 片麻状花白岩

とのコンタクトの近くでは片理をむびたホルンフェノレスに熱変成し，小断層

がたくさん発達しているために，その走向傾斜は乱れている O

美生川の支流以外のところで、は，扇状地。堆積物があっく命令っているた

めに日高層の露頭をみることはほとんどできない。

b 池田層

この地域の池田層は第 4 妃層群に告むわれた台地，段丘の崖に露出してい

る O これらはことに十勝川，芽室川の下流域，分続川，渋山川島よび、ピウカ

]f[にそってよく認められる O 十勝川にそう露頭の観察をつぎにのべる O

清水町にちかい佐幌橋の崖(図幅外") :jなよび、ベケレベツ台地の下では下部

に浮石をふくむか?とい石英粗商岩質凝灰岩が発達し，その上部に凝灰質砂層，

凝灰質泥岩屑の互層が整合的に発達する C この凝灰質砂層はよく円隙された

石英砂からできている。

御影市何地附近でも下部は凝灰岩層よりなりだっ。この屑は炭化した木材

をし i:f'しぱふくんで、いる。この炭化木村はこの地域に限られや，あとにのべ

る地域の露頭にも共通して認められている O 凝灰岩間の上部には同質泥岩治

よび
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められる。

毛根中島の近くでは謀反岩層心上却白砂層泥岩層五腐こ 2 枚の盟Ait肢が

発達する。 ζ の.ITf1:炭 j援はとの附近より南あるいは同方ではほとんどどこでも

みることができる。その標式的露出地は毛根中島，芽室町商方約 2km 国道

J横，キウサン!I I芽室JII 合流点， r長山中学校附近，同美生台地の崖などであるっ

その主訟地点での往状図をつぎにしめず口

A

。

3

4

2

ι，宅

1itt灰幻

B C

2

片
山
一
一
一
日
日

，、

J

第 2 甑

A 芽室町内フj毘)茸よこ

土' 御影村市街地P付近

c :w安III ，キウサン}II 介r~i.'.;C

2wI灰質砂法， l尼岩 3 堕炭廓 4 砂破局
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む木質lIE炭層

s: 砂層

I:木質亜炭胃

][:章質 ill It支啓

][:樹木の根主ふく

111: 粘土問

の木賞亜炭， 10cm の木質亜炭層の )1民序

で、かさなる。最上部の平賀直炭層は黒色

粘土層に移化しさらに栗色の粘土層にう

ぐ111 の木賞 E炭，再び、 2cm の砂層， 2.)cm

渋山中学校附近の亜炭層は第:〕図にしめすようなものである。

これは1. 45 m の屑尽をもち，わりあい

に級密な木質部と，粗いせんい質の質

部分とが区日 u される。亜炭慢の下盤は石

英の沿ゐい凝民質砂層で，この上に約

10CIllの木質亜炭， :3 0cm の平賀直 jえが

つづきその上却に 2 Cll! U~ 平さの砂層を

はさんで再び、 ~.3 Clll の木賞亜炭層が発達

する。この illi 炭層のなかには樹根の原形

を保存するうすい層が認められる O そ

の上部は 10 cm の草質亜炭ーつづいて 15

つりかわっている。

第 3 国
これらの亜炭層をふくむ砂層 J[ 岩層は

ほとんど水平に発達しているので，各地の亜炭層。露頭はだいたい!司じ層準
ムロプ I' ニシシ古ワ

をしめすものとみてよい。これらは十勝川左岸 ο芽室太さらに西土狩(いや

れも図幅外)に連続するものである O

芽室太に長ける田上政敏の耳炭調査報告によると，十勝 Jij 左岸台地〔美蔓

台地〕の毘には下古じに凝灰質問!岩，砂岩， )[岩の累居があってその上に証炭

層を介在する砂岩泥岩層があり，それを命令。てろすい亜炭層をふくむ際岩

にはじまる砂層泥岩層が認めら ~'L るという。田上氏はこ。むとの累問中から

Pectentakahashii を産しだとのべている O また田上氏はここまでを池田層と

考え，この上部に尽く発達する隊，砂，粘土問を市広胃としている O 田上氏

*帯広炭坑調査報告 これは北大理学部松井愈氏 ;Jノ御教示!てよるもんである。同氏に深

謝する。
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の観察拾よび、松井愈氏の観察ではこの 2 っο ものの境界面はいちじるしく波

をろち，不整合的であるという。

この芽室太のデーグから考えると，この地域に発達する亜炭層の層準は，

Pectentakahashii をふくむ層準の下位にあたることになると思われる O

この図幅地域の露頭では，凝灰岩層の下部はどこでも直接にみるととはで

きない。しかし佐幌川，ヌプチミップ川出会近くに位置する澱粉工場の掘抜

井戸ボーリングの際のデータによると凝灰岩層の下底部ばわりあいに没く，

その下部には凝灰質砂岩，泥岩層が発達しているらしい。すたわちこれによ

ると表土ゐよぴ沖積層は約 7m の厚さをもち，その下部に約 20m の凝灰質

砂岩，泥岩層がつづく。この層からは亜炭がしばしばみられ，ある屑 i\l~ (地

下 20m) からは 2 枚貝の破片がたくさん得られた。松井愈氏はこれらを採

集しつぎのように鑑定した。

Glycime1 ・ is sp.

Mαcom α Sp.

本層以下は泥岩層となり厚い亜炭層が一層認められたが，地表下 48m で

自噴水層にあったので，それ以下は iまられていない。

この工場の地点は標高約 105 1Jlであり，周囲の露頭はみな凝灰岩で，これ

は標高約 130m までは認められる。このことから凝灰岩層の厚さは 30m た

いし 40 III くらいとみてよいであろう。

この凝灰岩層は，まえにのべたように，十勝]f f にそって北方に追跡すると，

下佐幌台地基盤よりさらに日足村新田牧場(美蔓台地〉の基盤へ連続し，こ

れらはピンカチナイ山南方の石英安山岩むよび、同質-凝灰岩層にったがる可能

*性が士分にあるO 地形的にも石 jff:安山岩は明らかな平坦同をしめすもので，

その連続部が Pecten takahashii を産出し沌川層に対比されることはひじよ

うにむかしい結果になる。

ととろで Pecten takαhα~hii が芽室太の池田層力ゐら得-られたというととは，

本橋本亘 (19虫、)
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田上政敏氏。手記にあるのみで，その後はその地点からは産出していない。

ま?とその Pecteη はふ日では失われていて，検討することもできない。

この Pecten の産出を疑うときにはまえにのぺた .lfeniyantltes tr~ 了'oli αtα

L の産出と，酸性凝灰岩層の産状の点から，この地域のいわゆる池田層は，

まえに οべられたように下部層をしめすものでなくむしろ上部層に属し，か

っこれは下部洪積統に合められるものであると考えられる可能性が充分にあ

るのではなかろうか。

本地域の資料ではとの問題は断定はできたいから，今後の問題として提起

したいの

c 帯広層

帯広層はとの図幅では，その南東の一角に美蔓台地をつくる堆積物層とし

てあらわれる。しかしここでは表土が厚く発達しているために直接に認める

訳にはゆかない。まえにのべたように帯広層はその堆積面として美蔓台地を

つくっていて，芽室太附近で、はじめて台地の崖に露出する O これらは訟もに

砂際から成り，粘土層や砂層も介在する。この下部では池田層の波うった面

をうやめていて不整合的である O また美蔓台地を北に沿うと，池田層の凝灰

岩層。つくる平坦面より一段と低い地形回をつくって，それに切りこんで、い

るο ここでは明らかに不整合的関係をしめすといわれよう。

だが十勝平原の中央部むよび、昔更地区などでは，これらの関係、は整合的ら

*しいと 0べられているO

したがってこれらの諸点は今後の問題として，池田屑堆積後帯広層堆積前

の地域的環境の相違，あるいは当時の地殻運動のようすに関する手がかりを

与えるものとなるであろう。

d 幕別層

*大石三郎，渡辺武男 (1932) 根本忠克，大石ーミ郎 (1933)
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高位開祈扇状地白いJ幕別面〕をつくる堆積物層を幕別 I晋とよぶ。西美生，

中渋山友どで、は人頭たいしこぶし大の磯層から成りたっているO 際のでたきい

ものは花崩岩類など，いやれも西方に鋒えている日高山脈の岩体に由来して

いる。それらの配置はわりあいに乱雑であって，ところにより厚さも異οて

いるO これらの磯層の基底にはどこでも池田層がみられ， 2 -'Jのものの関係

はいちじるしく不整合的であるO

ンr l'7lr シ角介イ

帯広層との関係、は直接に認めることはできないが，河東郡昔更村鹿追附近

れワマゲ *
では幕別両に対比されている売幕扇状地面は美蔓台地而よりがJ 20m {l;I: 位に

発達しているので不整合的となるO

e 芽室層

この地層は十勝川高位河成段丘面をつくって，十勝川右岸台地上に発達す

るものである。十勝川のさらに上流地域では下佐幌台地面の土佐漬物屑につら

なるO これらは幕別層にきりこんで形成された段丘堆積物層であるO この立

つのものの堆積百の高度差は下佐l院台地で約 .30m，上芽室附近で約 15 m あ

るが，境めには急涯がしめされていない。

芽室層をつくるのは牒層が主なるものであるO 傑のフピきさは幕別居のもの

にくらべて小形であるが，踏襲の種類は多様で、あるO すなわち，芽室層の牒は

主として御影附近で採集した結果によると花白岩礁の iまかに輝通輝石安山岩

複輝石安山岩，輝緑岩，変輝様岩などをふくんでいるO このような安山岩類

あるいは緑色岩類は日高山地には求められない。これらは十勝ill上流域に発

達する岩類であるO

f 上札内層

上札内層はこの図幅のぼ(~'中央にいちじるしく発達する新期の扇状地堆積

物をさすものであるO これらは幕引j層，芽室層を大部守むないその侭みをち

本大石三J~B ，渡辺武男 (1932)
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やめ， 1 部分ではそれらをけやり去。ている。少しくわしく眺めるとこれら

は新旧:2 Ujj にわけることができる。旧期の堆積物は芽室川右岸に，キウサン

川との中聞に発達するやや高位の扇状地面をうくるもので，新開jのものは芽

室川の左岸にひろく拡がる標式的扇状地形をつくる堆積物であるO 清水町須

田牧場の北方にベケレベツ川にそう扇.状地と，須田牧場附近から以西石山山

麓にかけて発達する扇状地も，この新旧:2 1，jjの形成をしめすものかもしれ

ぬ。剣山山麓あるいはキウサン川沿いのものはy 新見Ij の扇状地増税~1JJであろ

う。これらの 2WJの扇状地形成はこの図幅の南から南東にかけて美生川とト

ヅグベツ川のつくる上市広扇状地にも示されているO すたわち上帯広扇状地

ではこの 2 つの川の中間に流れる市広川を境にして，北方のものが旧 tV]，南

方の扇状地が新見Ij と考えられる。

この扇状地堆積物は日高山地の深成岩類のから主にできているが，部分

的に jjt層あるいは粘土留の発達いちじるしいこともあるO たとえば御影村羽

子;F5 娘 21 号;;付近では，雲母質粘土居がひじように厚く堆積している。一般

に山地に近いところほど際質で，かう粗大なものとなる傾向はあろう。

g ;中積層

この図幅のなかに発達する沖積層は，十勝]l l，佐幌川，芽室Jl[，キウサン

川などの諸川のはんらん原土佐積物ゐよび台地，扇状地をひろく台沿う火山以，

同質土壌であるO

はんらん原土佐物は現河床にみられる際種と同じ際，砂， -1己土よりなりた

。ているO これらはことに十勝川，佐幌川にそっていちじるしく発達してい

る。十勝川沿いでは，はんらん原出は現河床凶より約 :i~51}l 高位にある。

佐幌川，ヌプヂミヅプ]I!合流点fSH近ではこのJ~厚は約 7m であるという。

火山灰白は上芽室むよび、ベケレベツ;民地にむける土壌断面で、はうぎのよう

なヰ捕状態をしめずo これは帯広市北方千野にゐける断面?と大芽がたい。

キ根本忠寛，大石-:~r， (1933)
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3

4

第 4 圃火山灰層堆積の模式凶

左は上芽室，右[ヱペケレペツ農地におげる

断面をしめす。

1:樟前山 B層 2:十勝岳 B 屑

3:十勝岳 C 層 4:;樟前山 D 屑

100-

ITem, 29cm会よび、約 92 cmiD とと

第 4 図にしめす土壌断面はいやれ

も芽室面上に託けるものである。上

芽室農地の断面では地表下 10 em. ,

ろに明瞭に火山灰層が認められる。

とれらを上部より第 1 屑たいし第 4 50-

層とよぷ。

第 1 層は腐植をたくさんふくみ，

黒色を治びているが，ねば、り気はす

く友い。表土のひじように腐植のt>

むい黒色砂質〔火山灰質〕壌土とは

うつりかわる O

第 2 層は火山灰をふくむ黒色関植

壌土層〔約 2cm) にはじまる黄色火

山灰層で， 2cm の厚さをもってい

る。この火山灰も粘りけに乏しい。

第 3 屑は赤褐色で，いくらか腐植

をふくむ壌土層 10cm の下部に堆積

している O この火山灰層は褐黄色を

しめし Scm の厚さをもっている。

肉眼的には火山灰と明らかに認めら

れるが，指でもむと容易にくだける。

第 4 屑はいちじるしく厚いものである。第 4 層の上部は約 20cm の!?:さの黒

褐色の植壌土で、腐植を可成りふくんでいる O とれは中部の黄褐色地壌土層，

約:3 3cm ，に移化する。下部はわりあいはっきりとした境めをしめすが J 3:3cm

の浮石賀火山灰層で，まえのものにくらべて断然粗粒である。この浮石質火山

灰層はしば、しぱ 2 枚にわかれたり，レンズ、状に数層のものが発達したりする。

第 4 層以下にはもはや火山灰層の存在は認められないようであって，黄禍
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i包 i..jc ik ， 合ん

PI:~， i' 長石

l)yr: 普通輝石

らかもワてい

PI: 斜長石

綿かな汚 i持物

ミ~ t二〈さん合

し、;伏構造'どし、〈

7 ・>- J ゆ、

i. ).，ヲ \F ム V ‘ c

機:!11七もヮもの

h せん v状の

;，待問

，伊情調屯 も)0

第 6 闘十勝岳 C火山灰層のガ

ラス EZ 石字病物

第 5 III *警前ゴ jB 火山灰!主主のガ

ラス質砕屑物

ある外形ヒもつ。主?ご主わりに策梅

色 J) 風!t:*去ができて ν 、るものがおお

γ。普通鯨石;:織かな粒状結晶であ

るが，号表蕊輝石 i平 1 nnn(三 r の校 ik

で，最もおお ν、。ガラス質砕屑物;二，

ち，いず i1- も新鮮である。紫蘇難事石

I;): 普通輝石よりも多長きではあるが，

小型で p みど古川、柱よい;ーをしめず。ガ

ラス質物質は 0.5mr れほどの浮石殺

であるが，不透明鉱物をかなりおお

くふ〈み，いちじる 1 くは告 it 状存孝治

安 L めさな、、。(第 F 幽〉

第 2 層(十務長 B麿) i土紫蘇輝石

安山 :¥~·~t 二 L めず。*'I長石 i立第 i 屑のものにくらへてしよる;いに小形 (0.2 1lll1l)で角 I:r り

ている。紫俗世軍石[二iF f長石，-りも;量はおおく， 1 mmxO.2mm ぽ r の長幸子:状結 iもである。

浮石質物質 iニ第 i 層むものと大差がな v が， 1政絡ナょ気孔がふ〈まれて v 、る。

第 3 層く十勝者 ijC 暦〉この層 I::: 複

輝石安山岩ゐ'i f物質かりできて v る。

;'f-f長石 i 二 0.5 mm-O.3n1l日程皮で，

まえのものにくらべる王やや丸恥の

色でひとように粘ちょうな埴土問が発達している。

ベケレペツ良均(、鉄道東方の高台〕では第 2 慢がかける。

キ

これらに火山灰府 iよ瀬尾春雄によれば，第!府 iよ報堂前山]ヨ火山氏!札第 2 !:汚 i. >rJf 1i 岳

B火山灰約?第 3 陪 I) 務岳 C火山氏屑，第 4 照;二事章治 fWD 火山灰1Mにされて ν る。

これらの火山灰陪心降灰年代はつぎ I) よろにみべられて ν る。

権部 j山日用 1667 年降灰

者空前山 D府 洪積紀?

I 身長 13 庖 300 年-400 年以前降灰

Ii 隊岳 C~ 司 500 年-600 年以前降灰

これらの火山阪府りそれぞれにふくまれる火成砕阿賀物質はつぎのように

のべられ/る。

第 1 磨く樽露首山 B 麿) i二複輝石公山岩貨のもノノで灰りたワている。 斜長石i:~ 0.5mill

flt7)r;. と、主う J三角ばった形たも

*瀕If!，王手機: 北海道にやける農牧適j也万二土壌i1f!'1号機説昭 26 北海道農業試験場土性

調査報台第 1 編
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長v 、ぜんい状構造

をもワのが特徴であ

る。気 j包1去の中空部

く平たくィコぶれて ν 、

る〉が発達する。

〈総粒で;]\if長石，ま軍石とも

に Imm 以上 Fノ jt ささたも

ワ。、、ずれもそれらの表阪

はひど吊〈 i吉本ている。 f手石

質物質l二組粒で，いちじる

とい流W]構浩士 1 めずガラ

スヵ、})でさーいる。〈第 7 第 7 国神前山D火山灰腐のガラス

l刈) n砕屑物

この間臨地域なよび、近接した地域の火山灰層の成層状態を表示すればつぎ

やや台fE:tK存宇治があきらかで

ある。〈第 6[ぎ〉

第 4 麿〈樽前山 O層〉も

後輝石安山表質である。

のもの一般!日、ちピるし

の上うになるの

第 2 表

双山手事別語T Me: 茅釜高 K: 上ヰL内面 AI: 沖積回

j品目 名 |地形高検前 B 十勝 B -I' 1務 C 事童話 T D

ペケ レ，、〈
ヅ K 。 。

乃， fー、ノ

:sj~ 千!? の

手F 影

.r. 丸仲 1 家 Me 。 f寸 。 内

」二 毛 根 の 。

-:JlIJ 山 rli 麓 1I1u f\句ノ、 。 o n

Al 0美 主主

美 '-t 1も 子手 Al 。

ノ、
γふ fl( K (づ

との去の火山氏 をみると，持前 P 問 (~la) ;jむよ

珂 (Me) にはだいて められる。しかるに j-.干し内而 (K) には存住しない
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よろである o Lたがって上札内面以前の形成をしめすとみられよう。十勝岳

C 層は，美生川河岸のはんらん原をのぞけばすべてに認められるO 十勝岳 B

層は発達状態は不規則である。これはまえのものが十勝岳より SSE 方向(十

勝平原方向)に降灰堆積した火山灰層であるのに対し，あとのものは同火山

より向E ないし 8 方向(落合，金山方向)に降灰の結果，この図幅地域が了

度その降灰坊の境界にあたる結果と考えられる。

第 5%r 火成岩類

。
るあ，

ヵの
J
h
u

戸
ム

中
t
e

R
ノ

ト
出のか

。つはに頁
沖
タ山

石
成火
ト
る
イ
す
一
フ
達
岩
プ

発
岩
山
岡
山
右
ア
岩

-
-
ぺ
←
ト
」

P
1
.
l

レ

ド

L

寸
7
・
店
長
/
十

故
れ
状
山
間
岩
ひ

地
ん
麻
山
間
禄

幅
は
片
花
花
輝

図の

I
H
E
W
N
V

戸
」

I はんれい岩

はんれい岩は図幅の西部， 日高山脈の主稜附近から西方にかけて発達して

いるO これらは幌尻岳注入岩体の 1 つのメンバー，すなわち注入単位は第 3

期岩類にふくめられる中粒，塊状岩石であるO とのはんれい岩の境界は芽室

岳附近で東に急にまが i) ，堆積岩の構造を不整合的にきって突出し，幌尻岳

法九岩体に:t'ける 2οの突出前の 1 つをつくっている。

こ 0はんれい岩の西方の境界は日高国パンケヌシ川あるいはウエンザノレ川

沿いにもとめられ，第 2 期泣入岩で、ある片麻状はんれい岩に接するのである

が，そ0いやれの川でも露出がわるいために直接の境界は見出されてはいな

い。東側は，その南半は片麻状花白岩が注入し，それに直持してい，その北

半は花開岩のためにつらぬかれているO

はんれい岩の突出部では，東西にちかい走向をもった片状黒雲母ホルンフ
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エルスあるいは黒雲母片麻岩様岩石の幅せまい帯が，芽室川に沿って約 Gkm

C間，はんれい岩のなかに挿入しているO

はんれい岩の組織と鉱物組合わせのうえからこの岩類をいくつかのタイプ

に分けることができるが，いやれも角閃石はんれい岩に属するO

美生川 4 の沢源頭の岩石は一般に白みを沿びているものが沿沿いが，芽室

川ではわりあいに黒っぽく，かつ帝国粒の岩相をみることもできるO 細粒の岩

相とわりあい粗粒の岩相との関係はあきらかではたいが，この 2 -Jのものの

しめる地域では節理系の発達のようすにちがいがあるO ここでも， トッタベ

ツ川に者けると同じように，細粒相は早期形成相で，より組粒相は後期の形

成相に属するものとみてよいと思う。

岩石の構造，組織にういては，いやれの岩相でもいちじるしい相違はない。

検鏡結果はつぎのようにのべることができるO

岩石は標式的たはんれい岩構造をもうているO 斜長石は1.5 mmx0,1 mnl

ないし 1 mmx0.5mm の自形性ある形をもっ。累帯構造はあまりいちじる

しくはたい。 An50 程度の成分をもっ O

角閃石は緑褐色のもので，斜長石の間をなかばオフイチヅクにうす、める O

この中心にはしばしば単斜輝石が認められる。輝石はところどころに角閃石

の縁をもた守、に発達する O

黒雲母はゐ治くの岩石に発達する O こ ~T らは角閃石をゐきかえる lrnn1 ~Iま

どの結晶をつくることもある。

石英はほとんど認められない。

E 片麻状花筒岩

片麻状花尚岩は幌尻岳泣入岩体の第 4 期泣入単位として発達するもので，

トッグペツ川と芽室岳のはんれい岩の 2 つの突起部の間に，はんれい岩休と

日高層との境界にそって道入した形をしめしているO これはトッタベツ川会

よび美生川では第 3 期注入岩(はんれい岩〕を貫いて，これをゼノリスとし

てとりこんで、いるO 芽室岳南面では，はんれい岩体の境界面にそって，片麻
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状花尚岩はいちじるしく shear されて黒雲母片岩様の岩石となヲているとこ

ろカまあるO

この岩石は一般に粗粒の花尚岩質の岩石ではあるが，美生川中流などでは

細粒の片麻岩類または杢青石ミグマタイトなどと相ともなって産出し，ひじ

よろに密接な関係、をしめしているのであるO

トッグペツ川で明らかになった点の一つに，この岩石はトグタペツ川一帯

にひろがるはんれい岩体の下から，北の方.にむかつて注入したということが

あるO この図幅にふくめられる片麻状花白岩は，その運動方向の末端の位置

のようすをしめすものである。すなわち美生川本流で約 4.5klll の幅をも

ちN:N\V にのびる片麻状花両岩岩体は美生川 4 の沢上流では，その西縁は急

に NE にむきをかえ，岩体はうすし帝国くなり，かつ延長方向を NEE にし

めすにいたるO この附近にはまた，これと平行する幾本かの花向岩質アフ。ラ

イトのわりあい大きな岩脈の発達するととも注意されるO はんれい岩に按す

るところの片麻状-(1:尚岩は，いちじるしく片状をゐび、黒雲母片岩様の岩石に

友っているO 岩体東側の境界〔日高層側7 は，美生II14 の沢上流では， E¥V

方向の小断層が数命令く発達し，構造は複雑のようで，日高層とこの岩石と

はその断層で接するところが治ゐいようである O

片麻状花向岩は，鏡下でかんさ οすると，斜長石は 2 mIllx11は III ないし 0.5

nunxO.3mm の半白形をしめし，圧砕の影響をしめすものが拾拾い o .A n30 の

成分をもつが累帯構造はいちじるしくはない。

黒雲母は 2W l1lないし O..Smm ほどの板状結品で，グロヅトをつくって発

達する O

石英はひどく圧砕されない岩石では，いくらか交 1-t ~/J に上のものの間際を

埋めるが，圧砕のいちじるしいものではながくのび、たレンズ状に集中して発

達している O

カリ長石は間際をう守める形から，交代的な形まで変化。ゐ沿い産状をし

めす O これは岩石のなかに一様に認められ友い。

はんれい岩との境め近くの片状の岩石では，黒雲母がひじように治会く発
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達する。これらはとり面iをしめす位置に集中し，配列するO

阻花筒岩

ととの花筒岩は，図幅の北部でははんれい岩岩体のすぐ東に接し約 5--6

km の幅をもち， NN'V-SSE 方向に延長して発達しているO 芽室岳東方で

は，はんれい岩体の東縁が急に西に 3なれまがった形になっているので，ここ

で 2 つのものは分離して，花局岩は図幅の南方に位置する剣山の方向にのび

ているO この岩体のさらに南方への連続部とみられるものは，十勝ポロシリ

*岳東山!援にみられるものであるO

またこの花両岩体の北方への延長部は遠く狩勝峠附近までつづいているO

このような花両岩岩休の分布は大きくみると，山脈の走向にほぼ、平行して，

その東側に発達し，その岩体ははんれい岩類の分布や片麻状花尚岩の岩体と

はちがって独自友形をしめしているようであるO

これは花白岩の泣入が，それらとはちがった構造的運動要素を反映してい

るもののように思われるO

花岡岩の分布はきわめてひろいのにもかかわら宇，たいていの場所では地

表深くまで風化作用がむよんでいたり，あつく表土や崖錐，扇状地にむjなわ

れていたりするために，新鮮な岩石露頭はなかなか見出しにくい。花尚岩は

むむくの場合，大転石として見られる。

これらは，いやれも塊状の組織をもつが 3 つの岩型が大別されるであろ

O

R
ノ

1 塊状，中粒の均質紅花向岩

2 やや斑状の花両岩

:l 黒雲母にとみ，それらがいくらか方向性をしめす花向岩

1 塊獄，中粒の花園岩

この岩型はベケレベツ川上流石山附近，御影村石切喝などにみることがで

*札内岳図 I隔にふく玄れる。

- 22 ー



きる O この岩石は石材としてもっとも良い性質のものであるO い宇、れも黒雲

母花自岩であるが，黒雲母の量は少い。その代表的岩石につき鉱物量比をは

かりつぎの結果が得られた。
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またその化学成分は右去にしめす。
2

これらの花向岩は鏡下では標式的な深成
SiO‘' 7ラ.68 74.44

岩構造をしめすO TiO., 0.06 0.18

斜長石は 2 111111X 1mm たいし 0.7 millx A1208 12.94 12.93

0.2111mほどのたんざく状のもので， ふの
Fe203 O. ラ6 0.63

FeO 0.86 0.90

まわりに累帯構造をもっている O その An MnO 0.07 n.d.

成分の範囲は心 \n~O-J:;)-(Anl0) 程度であ MgO 0.62 1.08

る O 石英やカリ長石によって不規則に会き
eao 1. 0ラ 1 .4 8・

:Xa...O 3.。ノ 3.7 ラ

かえられる場合がゐ沿い。あとのものとの K.,O 4.16 4.74

境界にはミノレメカイトがしばしば見出され H内0+ 1g.loss 0.56

る。
H..O-

0.28
0.12

カリ長石は時には 2mlllxlmm にむよ Total 100.19' 100.81

ぶ自形性のやゃある大形結品をつくること
清水町石山〈根本忠克分析勺

もあるが， j号令くは斜長石の!間際に，それ 2 同上(橋本分析〉

らを交代的にゐきかえて発達しているO 石英とベグマタイト構造をつくると

とがj号沿い。いやれもアルパイトを熔離するパーサイトであるO

石英はカリ長石と〈みあって発達するほか 1.5mm ないし 0.5 Illm ほ c' Q)

粒状結晶をつくって，わりあい密集した形で間際を埋めて認められる。波動

ホ Suzuki, .J.and:XC lJ1 oto, T: Thechemicalcamp のsition ofthegrani 自己 locks or

.Japan..Jれ ur. Fac.Sci.HokkaidoUni¥'.Ser.IVVo1.3 193ラ.
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消光をしめすものはほとんどない。微帝国友包実物を中心部にもつものが者む

ν、。

黒雲母はチョコレート褐色のもので， 0.4mm ないし O.2111m の片状結晶を

つくる O それらに配列性は認めら i〆Lない。緑泥石化ずるものもある O

副成分鉱物には磁鉄鉱むよびアラナイトが認められる。

2 やや斑紋の花嵐岩

この岩型はキウサン岳より剣山にかけて発達しているようであるO 肉眼的

に 5 111mx.1mmほどの斜長石が斑品状に，1]川n 内外の基質のなかに認めら

れるO しかし斑晶状結晶には配列性は認めがたい。

この花白岩には角閃石がいくらか合まれる。鉱物の量比はつぎにしめす。

斜長石 カリ長石!石 英黒雲母角閃石

キウサン1111 幻 33.7: 28 同 4.2: 1.0

同上 i370!2971 幻 82126

との岩型は斑品状斜長石のあるために割れにくく石村左しては用いられて

いない。これらは“オニ"と呼ばれる。

鏡下での特徴はまえにのべた岩型と大差がない。

この岩石に合まれる角閃石は淡褐緑色のもので，そのまわりの方では黒雲

母化作用を蒙っている O 角閃石の内部には，時に無色のノミッチあるいはせん

い状角閃石が合まれ，これらはしゅう片双品をしめしている O カミングナイ

ト質角閃石であろう。

副成分としては電気石もくわわィっている O

3 黒雲母のおおい花嵐岩

黒雲母の主主沿いやや方向性ある花筒岩は，清水町石山採石場(ペケレペツ

111)で大きな転石として見出された。肉眼的にとの岩石は花尚岩質ミグマタ

イトの特徴である光沢をゐびた黒雲母の発達と，岩石の表面にみじかい時日

のうちにできる赤さびとで，他の花向岩型と容易に見わけることができる。

本 なお“オニ"とよばれるものはベグ、マタイト質花!品岩もふくんでいる c
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するであろう。

またこの赤さび、ができやすい性質のために，この岩型は良質の石材とはなり

得ない。

この岩石の他の一つの特徴は持H粒暗色。シユリーレンをかたり合むととで

ある。組成は均質といわれない 一一一一一=一二一一一一了一一一=
斜長石 i カリ長石石 英 i 黒雲母

ので，鉱物の量比も相当に変化 一一 一一一一一._--- .-
ラ1. 1 3.2

1

24.61 21.3

斜長石は 2mmxlmm ないし 1 mmXO./lllm ほどの半白形をしめす。結

晶が晶ったものがむ沿い。累帯構造は認められるが，まえの 2 つの型ほど明

瞭ではないo An30_15 fまどの成分をしめす O

カリ長石は岩石のたかに一様に分布していない。とれらはポイキロプラス

トをつくって発達する O

石英も lmmf ま左のものが集中している。いやれも波動消光をしめす。

黒雲母は 2m 1l1たいし1. 5mm ほ Eの自形性のあるもので，角閃石粒，鉄鉱

を包みこむものが:t:?むい。チョコレート~赤褐色のものである O

との岩石のなかの桐粒シュリーレンは，片麻状輝石一角閃石-黒雲母一斜

長石岩である O これらは一般に 0.2 1I1 lll ないし 0.1 mIllの粒度をしめすもの

であるが，脈状あるいは斑状に粗粒の部分ができ，またホルンフエノレス構造

のところもあって，組織は不均質である O

この岩石の原組成 l士等粒構造をもっ斜長石普通輝石岩である O 斜長石は累

帝を全くかいている。輝石は 0.1 m1l1ほ左の粒状単斜輝石であるが.淡褐緑

色。角閃石によってまわりをつつまれ，あるいは直接褐色の黒雲母によって

ゐきかえられる。パッチ状の粗粒部ではことに角関石と黒雲母がポイキリチ

ックに発達する O ゐ;なくの場合に黒雲母はシュリーレンの方向に配列してい

る。

とれらのシュリーレンは恐らくはんれい岩 0ゼノリスの変成，交代せられ

たものであろうと考えられる O

IV 花崩岩質アフ。ライト
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との岩石は美生川 4 の沢上流部で日高層を岩脈としてつらぬくものであ

る。それらの方向はその発達する地域ごとに大体定まっているO 幅のせまい

ものは標式的友アプライトであるが，幅広いものは細粒黒雲母花両岩質であ

る。片麻状花尚岩むよび、花両岩それぞれの伴う脈岩であろろが，岩質の点で

は区別できないほど類似しているO

v 'Jj'軍事表ひん岩

この地域で輝禄ひん岩の認められた場所は，美生J !l 4 の沢上流ーカ所のみ

であるO 札内岳図幅のたかにも見出されていない。

この岩石は幅約 10 III の岩脈をつくり， 日高層のなかに貫入しているO

肉眼的には斜長石斑品が無方向的に散点する晴灰色細粒岩であるO

斑品は斜長石とわすτかの量の普通輝石からなれ石基も同質の組成をしめ

-j0

品斑

斜長石は 5mmx2mm ないし1.5 mmxO.5mm，まどのたんざく状結品で

あるO 複雑双晶をもち，累帯をしめしている。 AIl60の成分をもっO

輝石はまったくュラライト化している。

石基は 0.3 mmx0.1lUlUより小さい，細長いたんざ〈状斜長石と，ュララ

イトあるいは緑泥石化した輝石とが，標式的危オフイチック構造をつくって

発達している O

な(~ 6 市変成:岩

この図幅に発達する変成岩は， 日高層の砂岩治よび粘十日岩類に由来するホ

ルンフエ Jレスである O これらは山地の深成岩類との境 Wi近〈約 4km たいし

8klll の隔に分布する。花自岩体にほとんど直接するところでも，変成度は

ひくく，再結晶は完全であっても原岩の構造〔ことに砂岩貨のもの〉はたも

たれている O 片麻状花両岩体との境めの近くで、は，これに反して，ホルンブ
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エノレスは片状をしめすもので，いくらか変成度がたかくみえる。

もっとも再結晶のすすんだ型は，芽室川上流のはんれい岩体。なかに帯状

に産出するものである。ここでは片状黒雲母ホルンフェノレスないし片麻岩様

の岩石が認められる。

鉱物組成の上からは，これらはいやれも黒雲母 石英斜長石を主成分と

するO

芽室川上流のホノレンフェノレスを鏡下でしらべると，上にのぺた鉱物のほか

にカリ長石が少しくわわっている。

斜長石は lmmxlmm ないし O.;} mmx0.2mill ほどの自形的でややポイ

キリチックな結晶と，その間をうす=める 0.2 lJlJll"-'O.llllm の粒状結品とがあ

るO 大形斜長石にはうすい累帯をしめす(中核は An~;;) が，粒状斜長石には

たい。

石英は OAmm ほどの粒状のものが:t'-沿く弱く波動消光をする。

カリ長石はポイキリチァクなもので， 2mm ないし 1 mlll iこ達する斑状変

晶をつくる O

黒雲母は 0.5 mIll程度の片状結晶で，淡褐色を沿び、る。ジルコンの多色量

がふつうに見出される。

花白岩類の東側に生じているホルンフェノレスは， これにくらべるとはるか

に細粒質で，かつ変成度〔再結晶度〕もと人くい。

美生川 4 の沢の片麻状花両岩との境界近くの片状ホルンフェノレスでも石英

0.2milltJ..いし O.O;')mm ，斜長石 O.lmm 泣いし 0.03 mlll の粒度である。この

片状ホルンフェノレスの黒雲母はそれらの間際をうやめて不規則に発達し， ｭ

o一つがはっきりとした結品外形をしめさないものがむ拾いが，なかにクロ

ット状に集中するものがある。このクロヅトをつくる黒雲母の配列は片麻状

花尚岩にみられる黒雲母との配列と全く同じであるO

このことは片状ホルンフェノレスの形式が片麻状花向岩のそれと密接に関連

することをしめすものであろ弓。

塊状のホノレンフェノレスでは花同岩との境界近くでも，原岩の構造はたもた
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れているO これらのホルンフエノレスは美生川 4 の沢左岸，キウサン岳附近，

その他方々の地域でしられるO

2f57 宅地質構造

この地域~よぴ近〈の地質を考えあわせると，この図幅地域の地史~よび、

地質構造をοき、のようにのぺることができる。

基盤をつくる日高層は先白豆紀の日高地向斜に堆積をみた堆積岩であるO

これらは白豆半己全般に及んだであろう“日高造山期"に棺曲し，深成岩類

の道入をうけ，かう地脊斜{とした。そしてこの地域では第三紀の iまとん E全

期を通じを陸化していた可能性があるO

これらの地質構造の細部について得られているデーグは充分で、はないが，

はんれい岩より花属岩にいたる泣入運動は，それぞれ異なった構造運動様式

にしたがって行われているように思われるO

第三紀の末期よりこの地域の東部(低地帯)は浅海のな希うところとなっ

た。

この時期 i土地域のはるか北東方で、すで、に激しい火山運動が行われていた。

洪積世のはじめ?には，その堆積盆中に泥熔岩流が流下したらしい。この地

域はその泥;溶岩流の末端にあたるものと考えられるo (;、也困層堆積)

この海はその後いくらか退き，再び、浸入し?と。(帯広層堆積)西方の日高山

地が高さをましはじめたのはこの時期からであろう。

上部洪積世からは犬別して 2 つになる，いちじるしい扇状地の形成が行わ

れる。このそれぞれは氷期に対応するものらしく考えられるO
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〈北海道地下資源調査所技術補二問調別分析〉

:158ftZ 応用地質

1 石材

この地域の花向岩はかたり以前より石材として採石されているO しかしま

えに0べたように新鮮な岩石の露頭に之しいために，大がかりに採石されて

はいない。現在の採石場は清水町石山と芽室川右岸 ~467m 附近で、あるο

あと ο位置では大き友転石から採石をしているO

2 マンガン鉱

十月券川左岸，御影村東高台上の毛根によった地域の凹所には，マンガン鉱

層がしば、しは、発見されている。この鉱層は土壌部の下位に発達する傑層の上

部に沈澱した合マンガン褐鉄結層で、あるO 沖積世早期の低湿地に 3なげる形

成によると考えられるO 鉱量はそう~:t-くは危い。鉱石の品位はつぎのとな

りであるO

Fe ラ3.09 J;

l¥In 29.08J;;

P 0.54 o ,S

S 痕跡

3 凝灰岩

池団層のなかの凝灰岩は，御影市待地の附近で採掘され，火山灰コンクリ

ートプロックの原料にされているO

4 亜炭

渋山荘よぴ美生のちかくでは， i古田層のなかに発達する亜炭は，露天ある

いは簡単な坑道により採掘されて近くの市街地での燃料に供されている。草

質亜炭よりも木質亜炭がカロリーも 3号沿いといわれているが，未だ試験され

た結果もない。
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EXPLλNATORY TEXT

OFTHE

GEOLOGICAL:¥lAPOFJAPAN

Scale1:50,000

:'IUKAGE

(KUSHIRO-41)

By

SEI.HHASHDIOTO

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheareageologicaJ1ydescribedandmapped, lieswithintheTokachi

Province, Hokkaido, andextendsfl叶n Memorocloselynorth-¥vestofthe

cityofObihiroineasternHokkaidoeastoftheHidakamountains;ahigh

rangeofmountainswhich trendsinnorth-southdirectionbetween the

ErimoPeninsulainthesouthandthePassofKarikachiinthecentral

partoftheislandabout140kmapart.

Inthisarea, twophysiographicunitsarcrecognizablefromwestto

east:mountainousre.g-ionoftheHidakarangeandabroadpiedmont-plain

ofTokachi.

Alongthewesternsideofthemappedarea, themainridgeofHidaka

mountainswhichformsawatershed, runsN-S. Attheheadoftheriver

~Ie I1l uro andatributaryofth2Pipairorises:'lIt. :'IIemuro, thehighest

peakofthisarea, 1752m abovethesea-level, whencearidgebranchesoff

tocontinueto:'lIt. }ζ yClsanandMt.Tsurugi-santosouth-cast. Slopぞ何S匂,
a叫It出hoωugh s吋teωCp ， b恥)陀凶C1加ng covel

arerare叶e什ly exposed..

ThemonntainousregioniscomposedoffoldedPre-Cretaceoussediments

oftheHidakagroup, formingthebasementcomplexofthisdistricttogether
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withthevariousplutonicsofgabbroictograniticcompositionintl'usec1init.

ThepiedmontplainiscomposedoftheQuartarnarydeposits. Itis

gentlyslopedeastward, andbearsfourdistinctterraces.

Theoldestfiat, 260mto200mabovethesea-level, ispreservedinthe

south-easterncornerofthissheet:theBimanFlat. Itisadepositional

surfaceoftheObihiroformationandiscalledtheObihirosurface, The

surfacenextolderofwhichanamel¥Iakubetsusurfaceisproposed, isa

topsurfaceoftheoldestandhighestdepositoffanglomerate. Itsaltitude

variesfrom150m to30~ m abovethepresentsea-level, anditssurfaceis

eitherpartlydestroyedbyshallow valleysdissectingthrough it oris

coveredbytheyoungerfanglomerates.

AlongthewestbankoftheTokachiriver,ahigherriverterraceisupon

the:MakubetsuorIkedaformationconcomitantwiththerivererosion, and

stands.'30111toｷ10m abovethepresentriverbed. Itiscalledthe:Memuro

surface.

The youngestsurface is formed by thedeposition of the Newer

fanglomeratesdirectlyveneerlngoldersurfaces. ItiscaIledtheKamiｭ

satsunaisurfaceafteritstypearea.

Thefonowinggeologicalformationsarerecognizedinthearea.

Alluvium· 一...…… Alluvial riverdοposits andvolcanicashes

Diluviumｷ..ｷ...一一. Kamisatsunaiformatiom

Lowerriverterracedepositsandnewerfanglolllenltes

l¥femuroformation

Higherriverterracedeposits

.Makubetsuformation

Olderfanglomerates

Obihiroformation

Oldestterracedeposits

ProvoDiluvium..ｷlkedaformation

I~iparitic tuffandtuffaceoussandandmudinterｭ

bedde<1 withlignite

Greatuncomformity

Pre-Cretac ぞous ...Hidakaformation

- 32-



Alternationofblackslateandsandstone

TheHidakaformationiscomposeddominantlyofalteredblackslate

andmndstone. Itshowsseverefolds and faults. On account ofits

monotonousrock characters and complicated structure, the details of

stratigraphyandstructurearenoteasytounderstand.

Therocksnearatandincontactwiththejunctionoftheplutonic

rocks, display contactphenomena, andareconvertedintobiotitehornfelses

ofvariousmatamorphicgrades.

Theba 何ment formationofthepiedmontplainofthisar でa isthe80ｭ

calledIkedaformation, formerlyconsideredto beashallowfeadeposit

ofPlioceneage:itcoverSuncomformablyovertheHidakagroup. Itis

composedoftu 任'aceous sandstone, mudstoneinterbeddedwithbedsoflignite

andalayerof1iparitictuff:theliparitictufflayergraduallydiminishes

inthieknf'sstowardsouthuntil]itdisappearedilltheproximityof:Memuto

town.

TheIkedaformationis uncomformablyoverlained hythe Obihiro

formatoin , althoughthedepositionalsurfaceoftheIl¥edaformationisnot

recognizedinthisarea, wesee, inthenorthernpartoftheTokachiplain

liparitictuffbedwhichveryprobablycorrespondtotheformer, preserves

anevenflowsurfaceofthemud-lava. Ontheotherhand, theboundary

betweentheIkedaformationandtheObihiroformationishelievedtohe

comformableinthesouthernpartoftheTokachiprovince.

Takingalltheseevidencesobtainedinthisprovince, itbecomesstrongly

prohablethattheliparitictuffbelongstotheLowerDiluvium, atleast

withinthisareas, andthatitflowedintotheshallowseabasin, synchronously
withthedepositionofthesandandmudinthesouth.

TheObihiroformationiscompo~ed chieflyofgravelsandsandsand

liespossiblyupontheIkedaformationuncomformably. Thesllrfaceof

theObihiroformationrepresentsthedepositionalsurface, subsequentlyup

to150m to200mabovesea. Suchasurfaceistracedoveralongdistance

along the bank ofthe Tokachi :river in the north-eastern region of
U

Hokkaido, whereitsequivalentformationconsideredasEarlyI)iluvialin

agc, dcvcIops.
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TheMakubetsuformationconsistsofunconsolidatedgravelsandsands

rolleddownfromthemountainregiononthewest. Thesefanglomerates

arewellexposedinthesouthernregionofthismap, alongthesteepslopes

due to thedegradation ofthe present streams. Nooutcropsofthis

formationisrecognizedinthenorthernpartofthisarea, thoughitis

quitelikelythatthewavysurfacesseentherecorrespondtothem.

TheMemuroformationisagravelbedformingthehigherriver

terrace. Thepebblesaredominantlyvolcanic:thoseoftwopyroxene

andesitearcabundant:thisrockhasnotbeenfoundinthegravelseither

ofthel¥lakubetsuortheKamisatsunaiformation.

TheKamisatsunaiformationcorrespondstothenewerfanglomerate,
coveringοlder formations, andstillretainsits original form. In the

northernpartofthearea, especiallyalongtheNupuchimippriver.thpre

isanevidenceofcuttingoftheolderfanglomeratebythenewerone.

TheIntrusiverocks

Thegabbrowhiehis-intrusiveintotheHidakaformationisexposed

inthewesternpartofthisareaandformsapartofthelargeintrusive

body, viz., Poroshiri-dakeplutoniccomplex.

Thismaybereferredtoashornblendegabbro. Therockdisplays

theequigranularsubophitictoplutonicstructureandshowsnotraceof

shearingmovement. Itiscomposedofgreenishbro,:vrl hornblende, often

witharelictofclinopyroxene, andbasictointermediateplagioclaseand

subordinateamountofbiotite. Q,uartz occurSveryoften as a minor

compon8ut.

Thcgneissosegraniteintrusesalongtheeastsideofthegabbromass

andformsalarge sill- li1 ωbody inwhichatexturecaused bystrong

shearingmovementcommonlydevelops. Thegneissose granit~ itselfis

mediumtocoarse-grainedbiotitegranite.

Itissometimesseenthatthecoarsegraniticfaciesgradespermeativcly

intothe 五ne-grained biotite-cordieritegneiss, lookingasit were, derived

metasomaticallyfromthelatter. Ontheother hand, therockcan h~

observedtohaveintrudedintothegabbromass, containingsomexonoliths

ofpartlydigestedgabbro.
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Thegraniteoftheareaformsalargemasswhichstretchesin a

north-γ-司→-

bythebiotitegrani 社te bodyof~孔~川H仁. Tok 王a灯，chiporoshiri-dake 向， alreadyrefe 白rr寸rc引εd

t、οI il口1 theSatsunai-dakesheet, nexttothesouth.

Ingeneral, thegranitei~ aratherfine-tomedium-graineduniformrock ,
madeupofpotash-feld~par ， quartz, plagioclaseandthelesseramountof

biotite. Therocksrichinmaficsofwhichgreenishhornblendeisdetected

besidesbiotite, aresometimesfoundinthenorthernregions. Theserocks

usuallyshowaweak foliation, andcontainhighlymicaceous inclusions

thatarecomposedofgranulardiopsideandbiotiteasthemaficconstituents

andmosaicaggregateofplagioclaseandquartzasthefelsic.

Theexposuresofgraniticaplitesarcseeninthetributaryofthe

Pipairoriver. TheypenetrateintotheHidakaformationasnarroWdikes.

ThattheyformmasseseachwithmoreorJessparallelarrangementof

itsownresultedfromthepenetrationofgraniticmagmaalong fractur('s,
provesaverystrongin 臼uence ofthemovementplanofgraniticintrusion.

ThediabaseporphyritedikeisseenwithintheHidakaformation.

Itisafine-grainedcompactrockcomposedofphenocrystsofaugite

andplagioclasesetinfinegroundmasscontaining innumerable minute

plagioclaseandaugite. Itisonlyasingledikeofthisconstitutionthat

wasfoundinandaroundthisarea.

Thehornfelsesofthisareabelongtobiotitehornfelsgroup. Excepting

therocksthatformseptum-likedevelopmentwithinthegabbromass, they

showaratherlowgradeofmetamorphism.

Themineralresourcesandconstructionmaterialsfoundinthisarea

arc:manganesedeposit, buildingstones, volcanictuffsandlignite.

Manganeseoreisadiluvial(lepositnowfoundontherivertοrrace on

theeasternbankoftheriverTokachi. Itscompositionisshownbelow.

l\In··· …10.08 %

Fe …….53.09 %
P …… 0..54 タ6

出………Trace

Graniteasahuiluingstolle:muchofthe granitc ofthis areais
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decomposedtoadepth, butatcertainplacesitcropsoutatthe ~uTface

andisquarried. However, owingtothesoftloamymudcoveringthe

fan, thepathleadingtothequarryremainsdamagedallthetime. At

presentitisusedonlyasfoundationblocksforsmallconstruction.

VolcanictuffformingabedoftheIkedaformationisquarriedasa

materialtoblendwithportlandcementtomakeconcrete-blocksforbuilding

purposes, afactorybeingnearl¥Iikagevillage.

Thelignitebedisbeingworkedforlocaluseatseveralplacesalong

thebanksoftheShibusanriveronasmall:"cale. Inth1s lignite, the

sporesofSph αタntlm) Pice αand Abies, Pine, TS7.lタα， Salixand Querc ω，

Alnus, Betula, Er・icαceαe andothers, aswellas, theseedsofMeniy αnthes

trifoliat α L. havebeenfound.
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